
 
 

 

 

◆令和４年度の活動を振り返って 
 

 森林技術・支援センターは、中部森林管理局の関係各課や事業の発注を行う森林管理署、関係研究機関等と連

絡調整等を行い、技術開発に関わる現地等の把握やデータ収集、現地検討会等による実証結果の普及・定着に取

り組んでおります。また、新たな高性能林業機械等を用いた作業システムなど地域の森林・林業に関する先進的

な情報の収集や提供を行っております。そして、森林総合監理士の育成、民国連携に向けた技術者育成の実践研

修や現地検討会等を開催し、国有林のフィールドを活用して知識・技術の習得に務めております。 

 今年度の大きな変化は、令和３年度より工事を進めていました新庁舎の完成です。以前の庁舎は築後 60 年以

上を経過し、老朽化が著しいことから建て替えが行われました。    

新庁舎は、中部森林管理局で初めてとな

る木造 CLT 構造により建築され、旧庁舎

の床板として使われていたイスノキの床

板が再利用され生まれ変わりました。さら

に、温水供給機能付きのペレットボイラー

も導入されるなど、森林資源の有効活用が

図られております。 

庁舎が新しくなり、引き続き職員一同、

業務に精進して参ります。 

 

◇令和４年度の主な活動◇ 

◇関東森林管理局職員との意見交換 

4 月 19 日～20 日の 2 日間、関東森林管理局技術普及課

の職員 4 名と同森林技術・支援センターの職員 5 名が、民有

林支援や技術普及の取り組み等の視察と意見交換のために来

所しました。 

 当センターの職員から、民国連携の研修や検討会箇所であ

る七宗国有林内にある「獣害対策展示エリア」と「スギ高齢級

林分」での取り組みを説明しました。また、技術開発課題であ

る「コウヨウザンの成長速度と生育適地の把握及び下刈省略

による初期保育技術の検討」について、時間の関係で現地視察は割愛し試験研究内容の説明のみ行いました。 
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【スギ高齢級林分の現地説明】 

【山並みに合わせた新庁舎外観】 



 
 

 

2 日目は各センターの職員による、研修会の実施状況や試験研究についての意見交換を行いました。最後に、

赤沼田国有林にある赤沼田天保林の現地視察を行いました。 

他局との交流を深め、引き続き情報等共有を行い、お互い技術開発の専門機関としての知識及び技術の向上に

努めて行きたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇岐阜県立森林文化アカデミーへの実験林案内 

６月 30 日、岐阜森林管理署管内の乗政及び小川長洞国有林において、岐阜県立森林文化アカデミーのエンジ

ニア科２年の学生 23 名が、国有林の森林施業について現地実習を行いました。始めに、当センター及び岐阜署

の職員から実験林や試験地等の概要について説明し、その後、乗政国有林において「ヒノキ長伐期施業林」を見

学しました。当該施業林は、平成 28 年度に製品生産請負事業で間伐材を搬出した箇所であり、岐阜署の職員か

ら林齢が 100 年を超える人工林の間伐や木材販売について説明しました。この箇所では樹冠や林床の状況を確

認し、今後の施業方法について意見交換を行い、学生さんから「20 年後に間伐する」「択伐して大径材とする」

等の意見が出されていました。 

 また、小川長洞国有林の「ヒノキ間伐展示林」では、間伐率

の異なる試験地において、間伐の効果やプロット毎の優劣を

見学し、今後の伐採方法等について、学生同士の意見交換が行

われました。それぞれの専攻分野に応じた様々な意見が出さ

れる中、当センター職員からは実験林の研究成果や今の施業

方針について説明を行いました。気温が 35 度を超える猛暑

の中での現地実習となりましたが、学生の皆さんは暑さにも

負けず、充実した現地実習となったようです。 

今後も学校等からの要請に応じ国有林の案内や情報提供に

努めていきたいと考えています。 

 

【意見交換会】 【中部局と関東局一同】 

【ヒノキ間伐展示林の見学】 



 
 

 

◇実践研修「中部ブロック研修」を開催 

9 月 13 日～9 月 15 日の３日間、下呂市民会館において

開催された技術力維持・向上対策研修(中部ブロック研修)に、

県や国有林職員など７県から森林総合監理士等の資格を持つ

受講生 14 名が参加しました。本研修は、森林整備計画の策

定等の指導・助言の役割を担う森林総合監理士等の継続教育

を目的として、全国５ブロックで実施しております。中部ブロ

ックでは、架線と路網を組み合わせた木材搬出を行う現場が

多いことから、｢伐採・造林一貫作業システムと木材流通」を

テーマとして、中部森林管理局の伐採、造林、木材流通の各担

当者が講師となって、受講生が現場レベルで活動を実践して

いく際に、必要な知識や技術の向上を図れるよう講義等を行

いました。 

 受講生は、１日目に伐採・造林一貫作業システムや採材・仕分けについて中心に講義を受け、図面上で伐採計

画の作成。２日目は岐阜署管内の乗政国有林において、1 日目に作成・検討した搬出計画の現地検討を行った後、

住友林業株式会社岐阜樹木育苗センターにてコンテナ苗の生産の講義及び見学を行い、午後は下呂総合木材市売

(協)において素材の流通と販売の講義を受講しました。３日目は各班で伐採・造林一貫作業計画を作成して、検

討結果の発表と質疑応答を行いました。 

 受講生のアンケート調査では、「架線集材に関する知識が不足している」といった架線集材に対する意見が多

く提出されるなど、技術力維持・向上への一助となる研修となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【集合写真】 

【現地実習】 

【発表資料の作成】 



 
 

 

◇新庁舎落成式 

 9 月 29 日、当センターにおいて、新庁舎の落成式を行いました。令和３年９月から旧庁舎敷地に建て替え

を進めていたもので、木造 CLT 構造の平屋建て、延床面

積は約 285 ㎡、外観は敷地から見える山並みの稜線に合

わせた勾配屋根形状となっており、地域の景観に溶け込ん

だ落ち着いたデザインの庁舎が完成しました。 

落成式では、下呂市長からお祝いの言葉をいただくと

ともに、庁舎の設計や建設を担当された関係者の方々に

当局長より感謝状を贈呈し、くす玉を開き、落成を祝い

ました。また、当センター所長からお礼の言葉とこれか

らも森林技術の開発や支援に力を尽くしていくことをお

約束して落成式は終了し、完成した庁舎内をご覧いただ

きました。 

 設備内容について、新庁舎の案内で説明された内

容を簡単にご紹介します。次世代の新たな木材需要

の創出が期待されている CLT(直交集成板)が、建

物の主構造部等の様々な箇所で使用され、木質空間

の豊かさと木材の暖かさを感じられる施設となっ

ております。CLT に使用されている木材は国産の

スギです。 

 この庁舎では、116 ㎥の木材が使用されており、

林野庁が 2021 年 10 月に公表した「建築物に利

用した木材の炭素貯蔵量の表示に関するガイドラ

イン」に基づいて、新庁舎の炭素貯蔵量を算出する

と、73 トンの炭素を貯蔵していることになります。環境省が実施した「平成 31 年度（令和元年度）家庭部門

の CO2 排出実態統計調査の結果」をもとに算出すると、一家庭あたりの年間の二酸化炭素排出量は、2.72 トン

であることから、約 42 年分の総排出量が固定されていることになります。 

 暖房設備は温水供給機能付きのペレットボイラーです。地

域で産出されるペレット(木質バイオマス燃料)を暖房に利用

することにより、林業の雇用創出や化石燃料の使用抑制とと

もに、森林資源の有効活用になっています。木材の再利用の観

点から、床板を昭和 34 年に建設された旧庁舎(下呂営林署)時

代より、使用されていたイスノキの床板を新庁舎の床板とし

て再利用しました。なお、この床板材は、鹿児島営林署木工所

で製作されたとの記載があり、現在では中部局本局と当セン

ターのみ使用されている歴史的価値の高い貴重な資料になり

ます。 

 

 

【落成式の参列者と来賓者】 

【CLT 構造材】 

【新庁舎に利用した木材に係る炭素貯蔵量(CO₂換算)】 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇中部ブロック林業成長産業化構想技術者育成研修の運営をサポート 

 11 月 15～18 日の４日間、下呂市及び七宗町において今年度の林業成長産業化構想技術者育成研修(中部ブ

ロック研修)が開催され、中部局及び近隣 8 県から 15 名の受講生が参加し、当センターが研修運営の応援にあ

たりました。本研修は中央研修と併せ全国 6 ブロックで開催しており、ICT 等の最新技術を活用し、効率的かつ

効果的な路網の整備や地域の特性と森林資源状況を考慮した森林整備計画、資源活用計画により、林業成長産業

化に資する構想が作成できる技術者の養成を目的として、毎年開催しています。 

 本研修では、現地実習や活発な議論、全体発表を通じて実践力を養うことをテーマとしたカリキュラムを実施

しており、1 日目には、外部講師による地域特性に応じた森林

づくり構想の講義等を受講しました。２日目は、岐阜署管内の

七宗国有林で、森林現況の把握及び路網計画の検討と併せた

踏査、無人航空機による森林資源調査等の実習を行い、３日目

は、各班で実際に路網・森林整備・木材生産の各事業計画と林

業成長産業化のための戦略を練り、４日目には、七宗町長への

プレゼンテーションを行うといった想定の下で、班毎の考え

たサプライチェーンの結果を発表し、質疑応答を行いました。 

 当センターでは来年度以降も本研修の現地スタッフとし

て、研修の運営をサポートしたいと考えています。 

 

 

 

 

 

【ペレットボイラー】 【再利用されたイスノキの床板】 

【ドローンからの空撮写真】 

【路網計画等現地踏査】 【各班による発表】 



 
 

 

◇中部局主催 無人航空機活用技術研修のサポート 

11 月 29 日～12 月 1 日の 3 日間、下呂市御厩野にある加子母 B＆G 海洋センターにおいて、無人

航空機活用技術研修が開催され中部局管内各署等から 8 名、県及び市より 3 名が参加し、当センターの

職員がドローンの操作指導を担当しました。1 日目は会議室において局担当者より法令及び無人航空機

の基礎知識の説明のあと、ドローンの組み立て及び操作方法について当センター職員から説明を行いま

した。2 日目は実際にドローンを操作しフライトトレーニングを行うとともに、自動飛行によるオルソ

画像作成用連続写真撮影の設定と操作を学びました。3 日目の最終日には、2 日目に自動飛行による連

続撮影した写真をもとにオルソ化画像の作成手順のレクチャーが行われました。今回の研修は新型コロ

ナウイルスの感染拡大に伴い 3 年ぶりの開催となりましたが、皆さん熱心に操作の技術を磨かれました。 

 参加者の方々からは「操作の練習機会を確保することが難しいため、参加することが出来てよかった」

等の感想を聞くことが出来ました。今後も研修を通じた民国連携や ICT の普及に努めて行く予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自動飛行の設定】 

【自動飛行するドローン】 【空撮写真のオルソ化】 

【操作練習】 



 
 

 

◇ニホンジカ食害防除対策現地検討会を開催 

12 月 8 日、岐阜森林管理署管内の七宗国有林及び七宗町神渕コミニュニティーセンターにおいて開催した

「ニホンジカ食害防除対策現地検討会」に、岐阜県の各農林事務所等や各市町村の林務担当者、局、飛騨、岐阜、

東濃森林管理署の職員及び関係事業体などから 41 名が出席し、ニホンジカの食害防除対策の取組などについて

情報共有や意見交換等を行いました。 

 この検討会は、ニホンジカの生息域の拡大に伴って、植栽木の食害被害が深刻化の一途をたどる中で、その

被害が再造林への大きな障害となっていることから、民国が連携してその被害防除対策に一体となって取り組

むことを目的として、平成 28 年度から岐阜署と協同で開催しています。 

被害防除については、低コストで効果的な対策の実施に向け、国、県、市町村が相互に情報共有を図り、地域

ぐるみでニホンジカ捕獲による食害防除対策を目指しております。午前は、岐阜森林管理署 久保署長からニホ

ンジカ被害と背景の現状と題して説明があり、岐阜県森林研究所片桐主任研究員による「ニホンジカ対策の現状

と課題」について講演をいただくとともに、中部局管内の獣害対策の取り組み等について、局担当者から事例紹

介を行いました。 

午後は、七宗国有林内の「獣害対策展示エリア」へ移動し、常設してある各種ワナについて、岐阜署及び当セ

ンター職員と開発メーカー担当者が説明を行い、くくりワナの設置を体験しました。 

今後とも、民国が連携してお互いの情報共有を図るとともに、地域が一丸となって対策を講じていきたいと考

えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【各種捕獲器具の説明】 【単木保護資材の説明】 

【講演を行う片桐主任研究員】 



 
 

 

◇近隣市町村職員を交えたドローン操作講習会を開催 
 

 2 月 9 日、加子母 B＆G 海洋センターにおいて、ドローン操作の初心者を対象とした操作講習会を開催し、東

濃森林管理署の操作未経験者等 3 名と近隣市町村の林務担当者 2 名が出席して、飛行技術や活用方法などの習

得を目指しました。 

 この講習会は、令和３年度より新たに企画し、今回で 2 回目となります。現在、ドローンの活用の場は多岐に

渡りますが、使用に当たっては機器に精通した職員に偏った活用になっているとともに、操作に係る各種法令や

手続き等も一部職員のみが把握している実態にあります。そのため有益で効率的なドローンの活用を図る観点

と、より多くのドローン操作者の育成のため、この講習会を企画し実施しました。 

講習内容としては、無人航空機の関係法令、基礎知識、操作方法等の座学の後に、出席者が２班に分かれ、パ

イロンを設置した基本的な操作技術やモニターを確認しながらの飛行実習を体験しました。 

出席した民有林担当者からは、「普段業務で使用する機会が少なく、室内で操作の練習が出来て良かった。

また、参加したい。」といった感想が寄せられており、当センターでは、今後もこうした民有林担当職員を交

えた講習会を積極的に開催し、操作技術の普及に努めていきたいと考えています。 

 

 

 

 

【機器の取り付け】 【操作練習】 


